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は、市広報紙以外の団体発行物です。

1日号のこのコーナーでは、
ワンポイント健康づくりを
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7月は愛の血液助け合い運動月間です
愛の献血で健康づくり

市広報編集係では、常用漢字と新聞用字用語集を基本に、市独自の用字用語を定めて編集しています。電話＝☎、ファックス＝ FAX、メール＝メール、ホームページ＝ＨＰとして表記しています。
また、市民のみなさんの居住地は、コミュニティ地区名で表記しています。
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お知らせ 宗像事務組合 市民学習
ネットワーク そうだん 施設だより 市民

　献血は、人と人がお互いに支え合う無償の善意で成り立っています。献
血を実施する前は、献血をする人と輸血を受ける人の安全を守るため、問
診や血圧、ヘモグロビン濃度（血色素量）の検査をしています。
　近年、ヘモグロビン濃度が低いため、献血ができない人が増えています。
献血ができる十分な血色素量を保つには、バランスのよい食事と規則正し
い生活、適度な運動が必要です。鉄分、タンパク質を多く取るように心掛け、
元気な体をつくりましょう。
　みなさんのあたたかい善意と協力をお願いします。
＊4月から17歳の男性に限り400ｍℓ全血献血ができるようになりました
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①旧石器時代～縄文時代
　「宗像人の来た道」
②弥生時代
　「稲作文化が渡った道」
③古墳時代（１）
　「最先端技術が渡った道」
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④古墳時代（２）
　「半島・大陸との交流の道」
⑤奈良時代～室町時代
　「拡大する海外交易の道」
⑥安土桃山時代～
　「鎖国時代の道」
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　３月11日の東日本大震災で市民の防災意識が高まる中、宗像地区消防本
部で５月27日、「安全・安心むなかた・ふくつパートナーシップ協定」が
締結されました。この協定を結んだのは、宗像市と福津市、両市消防団、
宗像警察署、宗像地区消防本部の６団体です。

■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０
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固く握手を交わす６団体の代表者

■問い合わせ先
　健康づくり課　☎（36）1187
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安全・安心むなかた・ふくつ
パートナーシップ協定締結

　締結式で、谷井博美市長が「今まで市民の安全・安心
のために６団体でいろいろな事業を展開してきました。
この協定を結んだことで、東日本大震災のような災害時
にも対応できる強力な体制を築き上げたい」と決意を述
べました。
　協定後の実践活動として、梅雨入り前に災害危険箇所
などへの防災合同パトロールを実施。また、３月と11月
の「火災予防週間」や４月、７月、９月、12月の「交通
安全県民運動期間」での協働パトロール、消防団で月２
回防犯パトロールを実施します。
　さらに、風水害や地震などの自然災害、多様化する犯罪
や多発化している交通事故などに対して、情報を共有し緊
密に連携しながら、団体の協働で活動を実施します。

【宗像警察署・一瀨裕文署長のあいさつ】
　宗像警察署では、一昨年から犯罪、事故を限りなくゼ

ロに近づける「クライムゼロ」をスローガンに、さまざ
まな事業を展開してきました。風水害などの災害警備も
迅速、的確、効果的な警察活動の実施に向けて、各団体
との連携が不可欠です。情報交換が活発化し、各団体が
それぞれの持ち味を生かした活動を展開することを期待
しています。
【宗像地区消防本部・門脇豊消防長のあいさつ】
　今回の東日本大震災の後、特に「絆」の大切さを痛感
しました。この「絆」とは、家族や地域、防災関係機関
相互の絆、そして市民のみなさんと私たち防災機関との
絆です。この締結は、６団体の「絆」、つまり緊密な協力
関係を築くことができると心から歓迎しています。
　消防本部では、この協定締結を機に、さらに「市民の
目線に立った防災体制作り」に全力で取り組んでいきま
す。「防災の良きパートナー」として、宗像地域の安全・
安心の「絆」づくりのために、理解と協力をお願いします。


